
丹波地域の小学校では、「ふるさと学習」を推進しています。
この「ふるさと学習」を通して、子どもたちは生まれ育った丹波地域に愛着や誇りを
持ち、ふるさと意識を育んでいます。
そこで、平成２８年度から、毎年４校の小学校の学習成果をクローズアップし、まち
の魅力を順次発信しています。是非、ご覧ください。

兵庫県丹波県民局、兵庫県教育委員会丹波教育事務所
協力：丹波篠山市教育委員会、丹波市教育委員会

令和２年度 小学校の「ふるさと学習」の紹介

丹波篠山市立 城北畑小学校
丹波篠山市立 古市小学校
丹 波 市 立 北小学校

丹 波 市 立 進修小学校



丹波篠山市立城北畑小学校  

 

 

  
 

 丹波
た ん ば

篠山
さ さ や ま

の特産物
と く さ ん ぶ つ

といえば『黒豆』です。本校では、毎年３年生が農業
のうぎょう

委員さんの指導
し ど う

の下
も と

、黒豆栽培
さ い ば い

に挑戦
ちょうせん

しています。地域の宝物を地域の宝人とともに育て、調べ、学んで

います。  
 

６月【種まき】 

  

黒豆 栽培
さいばい

のスタートで

す。農業委員さんとの顔合

わせを終え、早速
さ っ そ く

種まきの

仕方を教えていただきまし

た。『おへそ』が下を向くよ

うに気をつけました。  

   
 

６月【定植
ていし ょ く

】 
 

発芽
は つ が

した苗を畑に植えました。『なかよしくん』と呼ばれる道具を使って、班で協力し

て植えました。今年の畑はとても広く、なんと約３５０本も黒豆を植えました。  

 

７月【土寄せ】          ８月【草取り】 

  

土をかぶせたところ

から新しい根が出てき

て根が広がり、水をよく

吸
す

い上げ、倒
た お

れにくくな

ります。  

訪
おとず

れる度
た び

に大きく成
せ い

長
ちょう

する黒豆に驚
おどろ

き、喜び

ました。  

丹波
た ん ば

篠山
さ さ や ま

の宝物『黒豆』づくりにチャレンジ！  



９月【社会科・黒豆を育てる仕事について調べよう】  

１０月【日本一の黒豆屋 小田垣商店の見学】 

 大量
たいりょう

の黒豆が手早く選別
せ ん べ つ

される様子を食い入る

ように見ていました。また、黒枝豆が大量に全国に

出荷
し ゅ っ か

される様子を見て、「丹波篠山の黒豆は日本

一！」と改
あらた

めて自慢
じ ま ん

に思いました。  
 
１０月【黒枝豆狩り】 

    

大収穫
しゅうかく

でみんな大喜び！粒
つぶ

がとても大きくて立派
り っ ぱ

な枝豆が取れました。家に持って帰っ

たり、茹
ゆ

でて全校生におすそ分けしたりしました。楽しかった様子を絵にも表しました。  
 
１１月【葉取り】        １２月【豆かち・選別・ふくろづめ・出荷】  

   
 

 黒豆の株
か ぶ

を切り、葉を落として学校に持って帰りました。畑に落

ちた黒豆を宝探しをするように拾い集めました。  

 豆かちをして黒豆をさやから出し、選別する仕事を通して、黒豆

が「くろう豆」と言われることがよく分かりました。  

 販売
は ん ば い

用黒豆のラベルに印刷する「黒豆キャラクター」を考え、３

年生みんなで作った商品が出来上がりました。  
 

 ３学期は、お世話になった方々と黒豆料理で収穫
しゅうかく

を祝い、黒豆に

ついての発表や劇
げ き

をして感謝
か ん し ゃ

を伝えます。 

  

いつもお世話になって

いる農業委員さんをゲ

ストティチャーに迎
むか

え、

黒豆作りの仕事につい

て教えていただきまし

た。たくさんの質問に答

えていただきました。  

 黒豆作りを通して、篠山の素晴らしさを体感しました。  



丹波篠山市立古市小学校 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

伊能忠敬との出会い 
・丹波篠山ふるさとガイドブックで伊能忠敬の丹波篠山での活動

かつどう

を学習しました。 

・自由
じ ゆ う

研究
けんきゅう

で、古市小学校の６年生が伊能忠敬の足跡を調べました。 

     

   

 

 

 

 

 

 

 
伊能忠敬を知ろう 

・自由研究で調べた６年生がインタビューした「伊能忠敬笹山領
ささやまりょう

探索
たんさく

の会」の加賀
か が

尾
お

宏一
こういち

さんに

伊能忠敬と丹波篠山市や古市との関係について学校で講演
こうえん

していただきました。 

        

 

＜感想＞ 

・まず、伊能忠敬の測量
そくりょう

の仕方を教えていただきました。地図には今と同じ地名があったり、今と同

じようなかけ算を使って考えたりしたことが分かりました。 

・加賀尾さんのお話を聞いて、古市校区には伊能忠敬の歴史がいっぱいあることを知りました。 

伊能
い の う

忠
ただ

敬
たか

の足跡
そくせき

をたどる～丹波篠山の歴史
れ き し

にふれる学習～ 

伊能忠敬の測量を体験しよう 
・古市小学校区の大歳

おおとし

神社（油井）から南へ出発
しゅっぱつ

。測量の目印
めじるし

となる「御用旗
ご よ う ば た

」と「梵天
ぼんてん

」を持

ち、歩数を数えて記録
き ろ く

しながら歩きました。 

        

 

＜感想＞ 

・記録とか歩くのとか、思ったより楽しかったです。歩測
ほ そ く

しながら、「昔はこんな感じで考えていたの

か、最近は便利なものが増えたな」など考えました。 

・歩測をしている時、だんだん数が大きくなってくると、言いにくくなって、歩くスピードと数えるの

が合わなくなるときがありました。伊能忠敬はとても大変で、手間のかかることをしたのだと、より

分かりました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

伊能忠敬の訪れた場所に行こう 
・伊能忠敬が立ち寄って昼食を取ったという民家に立ち寄り、お話をうかがいました。 

・伊能測量隊
そくりょうたい

一行
いっこう

がたどったとされる道を実際
じっさい

に歩きました。 

           

歩測
ほ そ く

の答え合わせをしよう 
・児童が歩測した結果を計算してみました。 

・実際の距離
き ょ り

は５９０ｍでしたが、計算間違いで大きな誤差
ご さ

があった班もありました。 

        

 

 

 

 

 

 

 

＜感想＞ 

・計算をまちがえたけれど、伊能忠敬は正確
せいかく

に計算できていたし、体力も頭脳
ず の う

もすごいなあと思いまし

た。 

・歩測の結果を計算してみると始めは結果がとても変でした。でも、やり直してみると、まあまあ近く

なったので「おかしくなかったんだ！」と安心しました。 

学習を終えて 
 

 

 

 

 

 

 

         

＜感想＞ 

・歩測
ほ そ く

実習
じっしゅう

は班の子と協力しながらできてよかったです。結果はどの区間にもばらつきが出ました。 

・一歩一歩、意識
い し き

しながら歩いたのですが、やはり難しかったです。このように考えると、伊能忠敬が

作った日本地図と今の日本地図との差が少ないというのは、本当に素晴らしいことだと思います。 

・伊能忠敬は「こんなやり方をしていたんだな」とわかりました。歩測、御用旗、記録をかわりばんこ

でやって、全部体験できました。 



 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自然が好き 人が好き ふるさと幸世が大好き！！ 

丹波市立北小学校 

幸世
さ ち よ

の自然
し ぜ ん

や歴史
れ き し

の持つ価値
か ち

に触
ふ

れ、先人の偉大
い だ い

さや産業
さんぎょう

の功績
こうせき

を学

ぶ学習を通して、校区である幸世地域への愛着
あいちゃく

やふるさと幸世を誇
ほこ

り

に思う心情
しんじょう

を育
はぐく

んでいます。 

 

幸世の自然や歴史を語り伝えてくれる人、幸世の伝統
でんとう

を守っておられる人。

そのようなゲストティーチャーに出会い、その努力や願いを知る学習をしな

がら、北っ子たちは大きな感動を味わっています。 

名人がいっぱい 

生き物名人（4年） 

ふるさと名人（６年） フラダンス名人（クラブ活動） こま回し名人（１年） 

むかし名人（3年） 

もの作り名人（5年） 

地域には、すごい人がいっぱい！ 
知らないことをたくさん教えても
らえてうれしいな。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

素敵
す て き

な所がいっぱい 

子どもたちは地域に出かけ、地域の人と出会いながら、ふる

さと幸世について詳
くわ

しく調べる活動を行います。“自分とふる

さと幸世”がつながっていることを実感
じっかん

しています。 

イベントがいっぱい 子どもたちが地域を大切に思うきっかけに

なるイベントがいっぱいあります。地域と

学校が一緒になって、子どもや地域を盛
も

り

上げています。 

隠
かくれ

谷
たに

古墳
こ ふ ん

  独鈷
ど っ こ

の滝
たき

 圓通寺
えんつうじ

 

君こそスターだ！ 

１ バザー 

とんど大会 

アートフェスタ  

イルミネーション  

こども食堂 

未来塾
じゅく

さちよ 

今まで知らなかったこと
がたくさん残っている所
なんだ。自分たちの地域
を大切にしたいな。 

 

私たちのためにたくさんの
地域の方々が関わってくれ
ている。私たちも地域のた
めに何かしたいな。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

進修小学校の裏庭
うらにわ

に『学田の碑
ひ

』があります。そこには、大切な進修小の歴史

が刻
きざ

まれています。進修小では、「学田」や「学校林」の学習を通して、地域
ち い き

の人々

の教育への願いを知り、故郷
ふるさと

を誇
ほこ

りに思う心情
しんじょう

を育
はぐく

んでいます。 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 学校にある石碑について知ろう 
 

 『学田』の歴史を学ぼう 伝えよう  

「学田」には、村の

人たちの「どの子に

もしっかり教育を受

けさせたい。」とい

う熱い思いがこもっ

ているんだね。 

「学田」とは 

明治時代、授業料が払
はら

えず学

校に通えない子どもがたくさ

んいたために、村の人が子ど

もたちに何とか勉強をさせた

いと考え、学校に寄付した田

畑です。収穫
しゅうかく

した農作物を売

って授業料にし、すべての子

が就学
しゅうがく

できました。 

自分たちの生活も精一杯
せいいっぱい

だったのに、子どもた

ちのために寄付
き ふ

してくれたんだね。 

「学田」のことを劇
げき

にして、みんなに知ってもらおう。 

進修小の歴史を伝え、地域の人の願いを引き継ごう。 

丹波市立進修小学校 



 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 『学校林』で学ぼう 体験しよう 

「学校林」とは 

昭和３８年「学校創立
そうりつ

９０

周年」を記念して、地域の

人が、将来子どもたちの学

習に役立ててほしいと、寄

付した山林です。 

現在は「キコリン山」と名

付け、児童がその山林で、

毎年間伐などの環境
かんきょう

体験
たいけん

学習を行っています。 

全国でも山林を持って

いる学校はとても少な

いよ。 

頂 上
ちょうじょう

から校区を眺
なが

め

てみよう。 

 

みんなで交代しながら木を切

ろう。のこぎりを引くのは初

めてだから、難しいな。うま

く切れないよ…。 

森林の木は災害
さいがい

を防ぐた

めにも大切な役割
やくわり

をして

いると分かったよ。しっ

かり根をはった丈夫
じょうぶ

な木

を育てるために、間伐が

欠
か

かせないんだね。 

年輪
ねんりん

から木の年齢が分かるよ。

数えてみよう。間伐した２本の

木は、５０年ぐらいと８０年ぐ

らいだったよ。 

間伐した木で、何か作って

みたいね。製材所
せいざいしょ

で板にし

てもらったよ。大きな機械
き か い

は電動
でんどう

のこぎりだね。 

間伐した木材は、割
わ

って

薪
たきぎ

にするなどして、役

立てられるよ。 

地域の木工
もっこう

作家
さ っ か

さんに教

えてもらって、工作をす

るのが楽しみだな。 

きっと、キコリン山の思

い出がつまった宝物にな

るよ。 

たくさんの地域の人たちが
協力してくださったね。 

間伐
かんばつ

ってどういうことかな？ 

 



丹波市立北小学校

学校教育目標 互いに尊重し、共に学び、自律した 子どもの育成

創 立 平成２５年（城北小と畑小が統合し創立）

児 童 数 １４５名

特 色 「良樹細根」を校訓に、校区の豊かな自然環境や地域の歴史を大切に
したふるさと学習をすすめている。毎年３年生は、環境体験学習にお
いて、地域の農業委員さんの指導のもと黒豆づくりに取り組んでいる。

所 在 地 丹波篠山市黒岡89 TEL 079-552-0462 FAX 079-552-6809
E-mail el-johokuhata@school.sasayama.jp

学校教育目標 こころ豊かで たくましく 自ら考え行動する子
～安全・安心な学校づくりを推進し

こころ豊かで たくましく 自立した児童を育む～

創 立 明治６年

児 童 数 １０４名

特 色 校区内には旧街道が交わる交通の要衝があり、総合的な学習の時間
を中心に地域の歴史にふれるふるさと学習を展開している。６年生
では、伊能忠敬と校区とのつながりについて、体験活動をふまえた
取組をすすめている。

所 在 地 丹波篠山市波賀野新田74   TEL 079-595-0019 FAX 079-595-0496
E-mail  el-furuichi@school.sasayama.jp

学校教育目標 夢に向かって一人ひとりが輝く北っ子の育成
～自分大好き 学校大好き 「さちよ」大好き～

創 立 明治６年(相救舎として創立)

児 童 数 １６３名

特 色 地域の宝「ひと・もの・こと」と題して、地域の魅力を教材化し、授業
に地域講師を積極的に活用したふるさと学習を展開し、地域とともにあ
る学校づくりに取り組んでいる。

所 在 地 丹波市氷上町絹山608 TEL 0795-82-7030 FAX 0795-82-7923
E-mail  kita-es@tamba.ed.jp

学校教育目標 夢や目標をもち ともに高め合う 児童の育成
～地域とともに こころ豊かに たくましく～

創 立 明治６年（周文舎を創立）

児 童 数 １１３名

特 色 「学田」と「学校林」の学習を通して、進修小の歴史を伝え、地域の
人々の願いを引き継いでいく教育活動をすすめている。その「学校林」
の間伐作業から、間伐林の活用や木の持つ様々な特性について学ぶ環境
体験学習にも取り組んでいる。

所 在 地 丹波市春日町国領1011-1 TEL 0795-75-0037 FAX 0795-75-2011
E-mail  shinsyu-es@tamba.ed.jp

令和２年度 指定校の学校紹介

丹波市立進修小学校

丹波篠山市立古市小学校

※児童数は、令和２年５月１日現在

丹波篠山市立城北畑小学校



令和３年１１月２３日（火・祝）に開催予定。

令和２年度 チャレンジＱの取組
新型コロナウイルス感染症のため、11月23日開催の「第10回たんばっ子！学びフェスタ」は今年
度の開催を見送ることとしました。そのため、例年実施していました「まちの自慢発信事業」の指定校
によるステージ発表を行うことができず、残念でなりません。しかし、実行委員会として「コロナ禍の中
でも、丹波地域の子どもたちのために、今できることは何か・・・。」を協議し、「チャレンジＱ」について
は、実施方法を変更して行うこととしました。
○今年度の実施方法
① 丹波教育事務所のホームページに問題を掲載。
② ダウンロードして問題を解く。
③ 解いた問題を郵送、FAX、メールにて送る。
または、事務局に持参する。

④ 高校生が採点し、解答を返却する。
今年は、家庭や学校で
問題にチャレンジし、
例年の参加者を大きく
上回る総勢２８９名の
人が応募してくれまし
た。

丹波地域の高校生が放課後に一つ
ひとつ丁寧に採点してくれました。

応募してくれた子どもたちの
中からちゅうせんで20名に高
校生が学校で作った手作りの
品物をプレゼントしました。

時間制限を設けな
かったので、じっ
くりと問題に取り
組み、辞書などで
調べてとても詳し
く解答する子もい
ました。クラスみんなで取り組み、担任

の先生も一緒に問題を解いて、
応募する学校もありました。

子どもたち一人ひとりに高校生が
メッセージを書いてくれました。日
頃は、あまり交流のない小学生に自
分たちの小学校時代を思い出しなが
らの心温まるメッセージでした。

今年度は、例年とは異なる実施方法でしたが、た
くさんの応募がありました。ありがとうございま
した。来年度はどのような形で実施していくのが
よいのかを実行委員会で協議していきます。



至生野
Ｒ４２９

至西脇
Ｒ４２７

至和田山
Ｒ４２７

至福知山
Ｒ４２９ 至舞鶴

Ｒ１７５

至瑞穂
Ｒ１７３

至京都
Ｒ３７２

至能勢
Ｒ１７３

至大阪
Ｒ１７６

至中町・西脇
Ｒ１７５

至姫路
Ｒ３７２

至福知山
ＪＲ福知山線

至加古川
ＪＲ加古川線

至大阪
ＪＲ福知山線

若狭舞鶴
自動車道

北近畿豊岡
自動車道

青垣小

青垣中

氷上西高

北小(R2)

西小
中央小

氷上中

南小

和田小

和田中 小川小(R1)

山南中
久下小(H30)

上久下小(H30)

新井小

柏原中

柏原高
氷上特別支援

春日中

氷上高

船城小
黒井小 春日部小(H28)

鴨庄小

吉見小

市島中

竹田小(H28)

前山小

西紀北小(H30)進修小(R2) 大路小(R1)

西紀中

西紀南小
篠山産業高

篠山鳳鳴高
岡野小(R1)

篠山小(H30)

城北畑小(R2)
篠山養護

八上小

城南小
城東小(H28)

篠山中 篠山東中

多紀小(R1)

篠山東雲高

丹南中

古市小(R2)

今田小

今田中

三輪小
丹波市

丹波篠山市
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小学校

中学校

特別支援学校

高等学校

丹波地域の学校マップ

丹波市立北小学校

丹波篠山市立古市小学校

丹波市立進修小学校

丹波篠山市立城北畑小学校

大山小(H28)

丹波○Ｐ －

味間小(H29)

西紀小(H29)

崇広小(H29)

東小(H29)

※学校名に続く( )は、発信年度を示す


